
第
四
章
　
明
治
前
期
の

渉
外
と
文
化

第
一

節
　
横
須
賀
軍
港
の

形
成

一

　

横
須
賀
鎮
守
府
の

設
置

横
須
賀
と
海
軍

三
浦
半
島
の

横
須
賀
の

地
は
、

戦
前
「
軍
港
」
の

所
在
地
と
し
て

知
ら
れ
た
と
こ

ろ
で

あ
る
。

こ

こ

は
横
須
賀
鎮
守
府
を
は
じ

め
、

海
軍
工
廠
そ
の

他
の

海
軍
施
設
が
集
中
し
、

港
内
に
は
常
時
海
軍
艦
艇
の

停
泊
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
一

大
海
軍
基
地
で

あ

っ

た
。

と
こ

ろ
で
、

こ

の

よ
う
な
海
軍
施
設
形
成
の

歴
史
を
回
顧
す
る
と
、

そ
も
そ
も
横
須
賀
に

諸
施
設
が

集
中
し
て
、

「
軍
港
」
の

基
礎
が

確
立
し

た

の

は
、

ほ
ぼ
明
治
二
十
年
代
で

あ
っ

た
と
い

っ

て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

横
須
賀
は
も
と
横
浜
と
同
じ
く
、

小
さ
な
集
落
が
散
在
す
る
寒
村
地
帯
で

あ
っ

た
よ
う
で

あ
る
。

し
か

も
、

そ
の

位
置
は
内
陸
部
か
ら
大
き
く
隔

絶
し
、

横
浜
と
は
比
較
に

な
ら
な
い

交
通
不
便
な
土
地
で

あ
っ

た
。

こ

こ

に

市
街
地
が
新
し
く
形
成
さ
れ
、

や
が
て

後
に

本
県
有
力
都
市
に

発
展
し

た
の

は
、

い

う
ま
で

も
な
く
横
須
賀
造
船
所
に

始
ま
る
海
軍
施
設
の

拡
大
形
成
に

起
因
し
て
い

る
。

横
須
賀
の

市
街
は
「
軍
港
」
に

依
存
す
る
消
費

都
市
と
い

う
性
格
を
に

な
っ

て

出
発
し
た
。
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し
た
が
っ

て
、

開
港
後
た
ち
ま
ち
ブ
ー
ム

タ
ウ
ン

と
な
っ

た
商
業
都
市
の

横
浜
に

く
ら
べ

れ
ば
、

そ
の

発
展
は
、

信
頼
で

き
る
資
料
に

欠
け
る
の

で

確
言
は
で

き
な
い

が
、

か
な
り
緩

慢
で

あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

横
須
賀
造
船
所
を
除
い

て

は
、

海
軍
の

諸
施
設

の

形
成
が
き
わ
め
て

緩
慢
で

あ
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

ま
た
、

よ
く
指
摘
さ
れ
る
横
須
賀
造
船

所
の

職
工
数
こ

そ
早
く
か
ら
千
人
、

二
千
人
と
い

う
人
数
を
数
え
た
に

し
て

も
、

要
す
る
に

彼
ら
は
零
細
な
賃
労
働
者
の

集
団
に

す
ぎ
ず
、

造
船
所
用
の

必
要
物
資
は
東
京
・

横
浜
、

そ

し
て

浦
賀
か
ら
海
上
輸
送
で
お
こ

な
わ
れ
て

い

た
。

横
須
賀
軍
港
の

転
機
は
、

一

八
八
四

（
明
治
十
七

）
年
の

横
須
賀
鎮
守
府
の

設
置
で

あ
っ

た
。

こ

の

前
後
か

ら
以
後
、

明
治
二

十

年
代
に

わ
た
り
、

急
速
に

海
軍
諸
機
関
が
集
中
し
始
め
て
い

る

か

ら
で

あ
り
、

一

八
八
九

（
明
治
二
十
二

）
年
六
月
に

開
通
し
た

横
須
賀
線
は
、

陸
上
交
通
の

欠
陥
を
一

気
に

解
消
し

た
。

そ
の

鉄
道
建
設
の

要
望
者
は
陸
海
軍
で

あ
っ

た
。

（
資
料
編
18

近
代
・

現
代
⑻
　
一

六
六
〜

一

七
〇
参
照
）。

横須賀明細一覧図（明治18年）　神奈川県立文化資料館蔵

横
須
賀
と
海
軍
と
の

密
接
な
関
係
は
、

横
須
賀
製
鉄
所
に

は

じ

ま
る
。

明
治
元
年
閏
四

月
、

神
奈
川
裁
判
所
の

管
理
下
に

置
か
れ
、

事
業
継
続
と
き
ま
っ

た
横
須
賀
製
鉄
所
で
、

ウ

ェ

ル

ニ

ー
が
ま
ず
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

当
面
の

課
題
は
、

在
職
フ

ラ
ン

ス

人
の

契
約
の

更
新
で

あ
っ

た
。

彼
ら
の

多
く
は
明
治
二
、

三
年
に

満
期
を
迎
え
る
か
ら
で

あ
っ

た
。

ウ
ェ

ル
ニ

ー
は
寺
島
判
事
と
交
渉
し
て
、

退
職
帰
国
者
・

残
留
者
と
も
に
処
遇
の

改
善
を
は
か
り
、

総
定
員
を
首

長
以
下
三
十
二

名
に

改
正
し
、

副
首
長
を
置
い

て
チ
ボ
ジ
ー
（
テ
ィ

ボ
ー
デ
ィ

エ

）
を
迎
え
、

欠
員
八
名
の

補
充
と

会
計
整
理
の

た
め
一

旦
帰
国
し
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た
。

彼
が
横
須
賀
製
鉄
所
に

帰
任
し
た
の

は
、

明
治
三
年
二
月
の
こ

と
で

あ
っ

た
が
、

そ
の

年
の

五
月
の

調
べ

に

よ
る
と
、

雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
は
横

須
賀
に
三
十
七
名
、

横
浜
に

六
名
、

計
四
十
三
名
を
数
え
て
い

る
。

（『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』）

ウ
ェ

ル

ニ

ー
が
故
国
へ

帰
省
し
た
明
治
二

年
十
月
、

横
須
賀
製
鉄
所
は
神
奈
川
県
の

管
轄
か
ら
離
れ
て

大
蔵
省
に

移
っ

た
。

そ
し
て

さ
ら
に

明
治

四
年
一

月
に
工
部
省
の

管
轄
下
に

入
り
、

同
年
四
月
に

は
長
崎
製
鉄
所
と

と

も
に

「
製
鉄
所
」
の

名
称
を
改
め
、

「
造
船
所
」
と
称
す
る
こ

と
と
し

た
。

そ
し
て
、

翌
明
治
五
年
十
月
八
日
に

海
軍
省
へ

と
移
管
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

工
部
省
か
ら
海
軍
省
へ

移
っ

た
の

は
、

当
時
独
自
の

造
船
所
の

保
有
を
熱
望
し
て

い

た
海
軍
省
の

再
三
に

わ
た
る
要
求
に

よ
る
も
の

で

あ
る
。

横
須
賀
造
船
所
の

移
管
の

必
要
に
つ

い

て
、

海
軍
省
が
あ
げ
て
い

る
理
由
は
つ

ぎ
の

と
お
り
で

あ
る
。

㈠
石
川
島
・

浦
賀
と
比
較
し
て

横
須
賀
が
造
船
所
に

も
っ

と
も
適
地
で

あ
る
こ

と
。

「
石
川
島
ノ

義
ハ

最
モ

適
当
ノ

地
ニ

候
得
共
惜
哉
澪
浅
ク

満
潮
ト
雖
モ

水
入

一

丈
余
ノ

船
ヲ

入
候
事
ヲ

得
ス

」「
浦
賀
ノ

義
ハ

良
港
ニ

候
得
共
大
海
へ

突
出
、

戦
時
充
分
防
禦
ノ

目
途
無
之
、

防
禦
ノ

手
当
充
分
ニ

無
之
候
得
ハ

数
十
万
金
ヲ

費
シ

候
モ

徒
ニ

敵
ノ

弾
丸
ニ

崩
射
セ

ラ
レ

候
ハ

必
然
ニ

候
間
万
全
ノ

地
ニ

無
之
ト

奉
存
候
」「
横
須
賀
ノ

義
ハ

東
京
ヲ

距
ル

十
三
里
、

外
冦
之
憂
無
之
ト
ハ

難
申
候
得
共
、

富
津
洲
申
島
観
音
崎
ヨ

リ

鎌
倉
へ

掛
ケ

東
京
防
禦
外
廓
タ
ル

ヲ

以
テ
堅
固
之
砲
台
ヲ

築
キ
候
得
ハ

横
須
賀
防
禦
ヲ

兼
候
故
一

事
両
全
先
ツ

海
軍
所
属
造
船
場
適
宜
ノ

地
ト

奉
存
」

㈡
他
省
管
轄
の

造
船
所
で

は
不
便
で

あ
る

こ

と
。

「
是
迄
当
省
諸
艦
ノ

内
破
損
有
之
候
節
横
須
賀
ニ

於
テ

修
覆
等
致
来
候
処
他
省
所
轄
之
場
所
ニ

付
修
覆
為
致
候

ニ

ハ

無
之
修
覆
相
頼
候
姿
ニ

相
成
、

自
当
省
掛
リ

諸
官
員
ノ

随
意
ニ

参
リ
兼
、

自
然
行
違
意
外
ノ

入
費
相
掛
リ
候
而
巳
ナ

ラ
ス
、

諸
事
速
ニ

不
相
運
御
用
便
達
兼
候

義
不
少
、

依
テ

海
軍
ニ

於
テ
モ

横
須
賀
同
様
ノ

製
船
所
不
設
候
テ
ハ

後
来
海
軍
御
拡
張
之
進
歩
ニ

大
ナ
ル

妨
碍
ア

リ
、

別
ニ

手
広
ノ

場
所
取
建
候
得
ハ

二
重
ノ

御
入

費
ニ

相
当
リ
、

畢
竟
横
須
賀
製
鉄
所
海
軍
所
轄
ニ

不
相
成
候
ニ

依
リ
テ

皇
国
ノ

贅
費
ニ

立
至
リ
可
申
ト

奉
存
候
」

㈢
横
須
賀
製
鉄
所
設
立
の

本
来
の

目
的
が
海
軍
振
興
に
あ
る

こ

と
。

「
横
須
賀
製
鉄
造
船
所
ニ

於
テ

是
迄
蒸
気
商
船
新
製
修
理
等
為
致
候
ハ

勧
工
之
御
目
途
ニ

可

有
之
、

一

応
御
尤
ノ

義
ニ

奉
存
候
得
共
、

旧
幕
府
当
所
ニ

製
鉄
所
ヲ

設
置
ス

ル

ヤ
専
海
軍
開
弘
ノ

為
ニ

シ

テ
地
理
並
ニ

工
作
場
修
船
台
ノ

配
置
ニ

至
ル

マ

テ

悉
皆
軍

艦
補
理
ノ

都
合
ヲ

斟
酌
セ

リ
、

故
ニ

是
ヲ

海
軍
ニ

附
託
被
　
仰
付
候
ハ

ヽ

初
発
当
所
取
建
ノ

趣
意
ニ

相
叶
候
半
歟
、

是
ヲ

工

部
ニ

附
シ

官
廨
ニ

於
テ

商
賈
ノ

所
為
ヲ
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兼
ル

ハ

其
体
裁
甚
冝
敷
ヲ

得
サ

ル

義
ト
奉
存
候
間
勧
工
所
ノ

廉
ヲ

主
ニ

致
シ

官
民
ニ

会
社
ヲ

為
設
官
ヨ

リ
数
万
金
ヲ

貸
渡
シ

防
禦
ノ

手
当
等
ニ

ハ

素
ヨ

リ
不
及
浦
賀

辺
ニ

於
テ

手
軽
ノ

造
船
場
取
建
蒸
気
商
船
新
製
修
理
等
為
取
計
候
方
却
而
便
宜
奉
存
候
」（『
海
軍
制
度
沿
革
』（
復
刻
版
）
巻
三
⑴
）

提
督
府

横
須
賀
造
船
所
が
海
軍
省
へ

移
管
さ
れ
た
こ

ろ
、

一

方
で

は
、

海
軍
省
は
後
の

「
鎮
守
府
」
の

前
身
で

あ
る
「
提
督
府
」
の

設
置
に

着

手
し
て

い

た
。

明
治
四
年
十
月
の

「
海
軍
規
則
」
は
、

「
艦
隊
」
な
る
も
の

を
初
め
て

規
定
し
、

大
中
小
の

三
種
と
す
る
と

と

も
に
、

「
附
近
ノ

諸
港
ヲ

統
括
」
す
る
「
海
軍
提
督
府
」
の
一

条
を
掲
げ
て
い

る
。

し
か
し
、

そ
の

職
員
が
発
令
さ
れ
た
の

は
一

年
後
の

明
治
五
年
十
一

月
、

執
務
の

場
所
は
海
軍
省
内
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

つ

づ
い

て

同
月
二

十
七
日
、

提
督
府
を
横
須
賀
に

設
置
す
る
旨
の

布
達
が
出
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

そ
の

布
達
文
は
「
横
須
賀
へ

提
督
府
被
置
候
ニ

付
自
今
左
之
通
管
轄
被
仰
付
候
条
此
段
相
達
候
事
」
と

あ
り
、

そ
の

管
轄
事
項
は
、

「
一

、

諸
工
水

火
夫
徴
募
、

戸
籍
取
調
、

艦
船
乗
除
分
配
ノ

事
（
第
一

条
）」「
一

、

予
備
艦
船
練
習
艦
運
送
船
貯
蓄
船
修
覆
船
等
管
轄
ノ

事
（
第
三
条
）」
な
ど
の

五

条
を
掲
げ
て
い

る
。

し
か
し
な
が
ら
、

提
督
府
の

設
置
は
、

そ
の

後
も
不
可
解
な
ほ
ど
長
く
実
現
を
見
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

一

八
七
三（
明
治
六

）
年
三
月
、

提
督
府

の

横
須
賀
設
置
は
当
分
中
止
し
、

省
内
に

仮
庁
設
置
に

変
更
す
る
と
と
も
に

前
記
管
轄
事
項
も
す
べ

て

取
り
消
し
、

新
た
に

諸
提
督
府
規
則
等
の

取

調
・

諸
工
水
火
夫
取
扱
・

非
役
士
官
の

海
軍
研
究
お
よ
び
中
士
以
下
の

操
練
技
術
教
授
の

三
条
だ
け
に

し
た
。

「
提
督
府
」
の

機
能
そ
の

も
の

に

関

し
、

な
お

統
一

あ
る
理
解
に

達
し
て
い

な
か
っ

た
た
め
で

あ
ろ
う
。

海
軍
省
が
提
督
府
の

設
置
場
所
と
し
て

白
羽
の

矢
を
立
て

た
の

は
横
須
賀
の

大
津
村
で

あ
っ

た
。

一

八
七
四（
明
治
七

）
年
八
月
の

上
申
書
に

よ
る

と
、

西
海
で

は
鹿
児
島
に

本
提
督
府
、

対
州
に

分
提
督
を
置
き
、

琉
球
諸
島
、

中
国
・

四
国
・

能
州
七
尾
ま
で

を
管
轄
す
る
こ

と
と
し
、

相
州
大
津

村
の

提
督
府
は
浦
賀
・

横
須
賀
等
を
守
備
す
る
構
想
を
述
べ
、

同
年
十
月
に

は
、

大
津
村
の

提
督
府
を
第
一

提
督
府
、

鹿
児
島
を
第
二

提
督
と
し
た

い

と
上
申
し
て

い

る
。
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「
蓋
シ

提
督
府
ナ
ル

モ

ノ

先
ツ

外
国
ノ

比
例
ヲ

以
テ
ス

レ

ハ

彼
英
国
ノ

「
ド
ッ

ク
ヤ
ー

ド

」、

米
国
ノ

「
ネ
ヴ
ヰ
ー

ヤ

ー

ド
」
ノ

如
キ
モ

ノ

歟
、

若
シ

然
ル

ト
キ

ハ

艦
船
並
ニ

機
関
ノ

新
製
艤
装
及
ヒ

修
繕
ヨ

リ
港
内
ノ

警
備
兵
器
測
器
貯
品
倉
廩
病
院
練
習
艦
余
備
ノ

艦
船
保
護
等
将
又
新
備
ノ

艦
船
準
整
装
置
等
ノ

監
督
検
査
配

与
等
ヲ

管
任
主
載
シ

テ
常
備
艦
ヲ

始
メ

航
海
艦
船
ノ

簡
便
ニ

設
備
ス

ル

モ

ノ

歟
、

未
タ

其
確
詳
ヲ

弁
明
シ

能
ハ

ス

尚
調
査
シ

再
ヒ

上
申
ス

レ

ト
モ

方
今
我
海
軍
ニ

準

ス

レ

ハ

主
船
寮
提
督
府
ノ

二

庁
ノ

聯
制
体
裁
ヲ

改
定
シ

前
文
ノ

意
見
ヲ

管
理
分
掌
シ

渾
テ
艦
船
ヨ

リ
需
用
ノ

申
告
或
ハ

器
物
等
此
庁
ニ

テ

収
受
セ

シ

ム

ル

歟
然
則
チ

当
府
ノ

制
限
篤
ト

取
調
ノ

上
一

府
移
転
相
成
候
方
可
然
ト
存
候
得
共
即
今
先
ツ

富
士
摂
津
ノ

二

艦
及
ヒ

諸
工
水
火
夫
演
習
所
ヲ

同
所
ニ

移
シ

数
名
ノ

官
員
ヲ

派
出
シ

尚
一

層
練
習
ノ

業
ヲ

勉
励
セ

ン

カ

為
メ

英
教
師
上
士
以
下
数
名
ヲ

乗
セ

付
ケ

十
分
ノ

規
律
ヲ

以
テ

督
責
不
相
成
候
テ
ハ

非
常
ノ

際
却
テ
無
益
ニ

属
シ
一

旬
ノ

成
功
十

旬
ニ

流
レ
一

層
隔
地
ノ

災
ヲ

醸
シ

候
様
成
行
候
間
前
件
篤
ト

御
協
議
ノ

上
何
分
ノ

御
沙
汰
有
之
度
此
旨
至
急
上
請
候
也
」

（『
海
軍
制
度
沿
革
』（
復
刻
版
）
巻
三
⑴
鎮
守
府
）

提
督
府
の

概
念
が
こ

こ

ま
で

到
達
し
た
こ

と
は
、

基
地
と
し
て

の

「
軍
港
」
形
成
の

出
発
点
に

立
っ

た
こ

と
を
意
味
す
る
と
い

っ

て

よ
い

だ
ろ

う
。

翌
一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
八
月
、

海
軍
省
は
第
一

提
督
府
の

設
置
場
所
を
こ

れ
ま
で

大
津
村
と
定
め
て
い

た
も
の

を
一

転
し
て

横
須
賀
造
船

所
構
内
に

変
更
し
た
。

利
害
を
熟
考
し
た
結
果
で

あ
る
と
い

う
が
、

提
督
府
は
造
船
所
と
直
結
す
る
も
の

と
す
る
考
え
の

あ
ら
わ
れ
で

あ
る
。

こ

う

し
て

提
督
府
は
よ
う
や
く
実
現
の

運
び
に

至
る
。

一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
五
月
、

川
村
海
軍
大
輔
は
、

こ

れ
ま
で

の

提
督
府
と
い

う
名
称
を
廃
止
し
、

新
た
に

「
鎮
守
府
」
に

改
め
る
と
と
も
に
、

東
海
鎮
守
府
を
横
須
賀
に
、

西
海
鎮
守
府
を
長
崎
に

設
置
す
る
こ

と
と
し
、

八
月
末
三
条
太
政
大
臣
の

決
裁
を
得
た
。

た
だ
し
、

こ

の

上
申
案
に

対

し
法
制
局
は
「
鎮
守
府
」
と
い

う
名
称
に

対
し
て

異
議
を
提
し
、

歴
史
上
の

事
例
か
ら
陸
軍
に

は
適
当
と
す
る
も
、

海
軍
に

は
む
し
ろ
「
海
衛
府
」

と
唱
え
た
方
が
穏
当
で

あ
る
と
し
た
と
い

う
。

と
も
あ
れ
、

「
鎮
守
府
」
は
こ

れ
ま
で

の

「
提
督
府
」
が
脱
皮
し
た
も
の

と
い

っ

て

よ

く
、

海
国
の

防
衛
司
令
部
と
い

う
概
念
を
積
極
的
に

表
明
し
た
も
の

と
い

え
る
。

し
か
し
、

そ
の

実
現
を
見
た
の

は
、

さ
し
当
た
り
同
年
九
月
十
四
日
に

設
置
さ

れ
た
東
海
鎮
守
府
一

つ

だ
け
で

あ
っ

て
、

そ
れ
も
場
所
は
横
須
賀
で
は
な
く
、

横
浜
元
弁
天
北
仲
通
り
ド
イ
ツ

領
事
館
跡
で

あ
っ

た
。
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こ

れ
に

先
立
っ

て

九
月
一

日
に

定
め
ら
れ
た
「
海
軍
鎮
守
府
事
務
章
程
」
は
い

う
。

「
鎮
守
府
ハ

所
管
ノ

艦
船
及
水
兵
諸
工
夫
ヲ

統
轄
シ

其
管
海

一

切
ノ

保
護
ヲ

掌
ル

所
ト
ス

」（
第
一

条
）。「
海
上
ヲ

区
域
シ

テ
紀
州
潮
ノ

岬
、

能
登
岬
以
東
北
海
道
ニ

至
ル

ヲ

以
テ
東
部
ノ

所
轄
ト
シ
、

其
以
西
四

国
九
州
琉
球
海
ニ

至
ル

ヲ

西
部
ノ

所
轄
ト
ナ
ス

」（
第
二
条

）。
呉
、

佐
世
保
に

鎮
守
府
の

設
置
が
き
ま
っ

た
の

は
、

こ

れ
か
ら
は
る
か
に
お
く
れ
た

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
の

こ

と
で

あ
り
、

そ
の

開
庁
は
一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
に

な
っ

て

い

る
。

横
須
賀
鎮
守
府

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
十
二
月
十
五
日
、

海
軍
省
は
各
府
県
に

対
し
て
、

東
海
鎮
守
府
を
横
須
賀
に

移
転
す
る

こ

と

を
通

達
し
た
。

そ
の

通
達
文
は
つ

ぎ
の
よ
う
に

な
っ

て

い

る
。

「
東
海
鎮
守
府
ヲ

相
模
国
三
浦
郡
横
須
賀
ニ

移
シ

横
須
賀
鎮
守
府
ト

改
称
ス

此
旨
為
心
得
相
達
候
事
」

こ

の

布
達
は
「
横
須
賀
鎮
守
府
」
の

名
が
は
じ
め
て

誕
生
し
た
こ

と
を
示
す
も
の

で

あ
る
が
、

し
か

し
、

そ

れ
は
こ

の

布
達
文
に

見
え
る
よ
う

な
、

東
海
鎮
守
府
の

移
転
・

改
称
に

と
ど

ま
る

も
の

で

は

な
か

っ

た
。

同
日
、

別
に
一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
の

海
軍
鎮
守
府
事
務
章
程
に

代
る

「
鎮
守
府
条
例

」、
横
須
賀
海
軍
造
船
所
お
よ
び
横
須
賀
海
軍
病
院
を
横
須
賀
鎮
守
府
所
管
と

す
る
布
達
が
だ
さ
れ
、

既
設
の

海
軍
施
設
の

す
べ

て

を
統
轄
す
る
と
こ

ろ
の

鎮
守
府
で

あ
っ

た
。

鎮
守
府
条
例
は
つ

ぎ
の

よ
う
に

言
う
。

「
鎮
守
府
ハ

海
軍
港
に

置
キ
艦
隊
其
他
ニ

属
セ

サ
ル

艦
船
ヲ

管
轄
シ

水
兵
諸
工
夫
ノ

練
習
及
ヒ

兵
器
石
炭
物
品
ノ

貯
蔵
配
賦
並
ニ

艦
船
ノ

製
造
修
理
等
ニ

関
ス

ル

事

務
ヲ

総
理
シ

且
ツ

其
所
在
港
内
ヲ

管
轄
守
衛
ス

ル

所
ト
ス

」（
第
一

条
）

こ

こ

で

鎮
守
府
設
置
の

場
所
は
「
海
軍
港

」
と
明
示
さ
れ
て

い

る
が
、

「
海
軍
港
」
と
指
定
さ
れ
て
い

た
の

は
、

当
時
は
竹
敷
（
明
治
十
年
三
月
指

定
）
と
「
横
須
賀
近
湾
」（
明
治
十
年
九
月
指
定

）
の

二
か
所
の

み
で

あ
っ

た
。

つ

い

で

鎮
守
府
管
下
の

諸
機
関
を
次
の

よ
う
に

規
定
し
て

い

る
。
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「
鎮
守
府
ノ

下
ニ

造
船
所
屯
營
武
庫
倉
庫
病
院
軍
法
会
議
及
ヒ

監
獄
署

ヲ

置
キ
又
港
内
ニ

旗
艦
ヲ

置
ク

」（
第
二

条
）

つ

ぎ
の

鎮
守
府
に

関
す
る
法
規
の

制
定
は
、

一

年
余
の

後
の
一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
四
月
二

十
二
日
に

だ
さ
れ

た
「
海
軍
条

例
」（
勅
令
二
四
）と
「
鎮
守
府
官
制
」　（
勅
令
二
五

）
と
で

あ
る
。

「
海
軍
条
例
」
は
、

初
め
て

軍
令
と
軍
政
の

別
を
明
か
に

し
た

点
に

も
っ

と
も
そ
の

特
徴
が
見
ら
れ
る
も
の

で

あ
る
が
、

当
時
は

ま
だ
「
軍
令
部
」
は
独
立
し
て

お

ら

ず
、

「
参
謀
本
部
海
軍
部
」

と
称
し
て
い

た
時
代
で

あ
っ

た
か

ら
、

「
凡
ソ

事
軍
令
ニ

関
ス

ル

者
ハ

参
謀
本
部
長
奏
聞
参
画
シ

　
親
裁
ノ

後
海
軍
大
臣
之
ヲ

奏
行

ス

」（
第
一

条
）
と
い

う
条
文
に

な
っ

て
い

る
。

そ
し
て
、

戦
時
、

親
裁
の

軍
令
は
、

鎮
守
府
司
令
長
官
・

艦
隊
司
令
長
官
ら
が
相
互

協
力
し
て

事
に

あ
た
る
も
の

と
す
る
と
定
め
て
い

る
。

ま
た
、

鎮

守
府
司
令
長
官
の

任
務
は
、

「
管
内
ニ

於
テ

軍
令
ヲ

主
掌
シ

軍
紀

風
紀
訓
練
ヲ

董
督
シ

軍
令
ヲ

管
理
ス

」
（
第
八
条
）
と

定
め

て

い

る
。

（明治19年9月7日）横須賀海軍港規則
掲載図により作成。

「
条
例
」
の

第
二
の

特
徴
は
、

新
た
に

五
つ

の

「
海
軍
区
を
定
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め
た
こ

と
で

あ
る
。

す
で

に

海
上
の

区
分
に
つ

い

て

は
、

こ

れ
よ
り
先
明
治
九
年
の

鎮
守
府
事
務
章
程
に

初
め
て

見
え
、

明
治
十
七
年
の

鎮
守
府
条
例
に

は
掲
出
さ
れ
な

か
っ

た
も
の

で

あ
る
か
ら
、

明
治
九
年
の

区
分
の

改
正
と
い

え
る
も
の

で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ

の

新
海
軍
区
制
に

よ
る
と
、

横
須
賀
鎮
守
府
が
管

轄
す
る
〈
第
一

海
軍
区
〉
の

範
囲
は
、

「
陸
中
陸
奥
国
界
ヨ

リ
紀
伊
国
南
牟
呂
東
牟
呂
郡
界
ニ

至
ル

ノ

海
岸
海
面
及
小
笠
原
島
ノ

海
岸
海
面
」
と
な

っ

て
い

る
。

ま
た
、

〈
第
二
海
軍
区
〉
は
、

右
の

南
・

東
両
牟
呂
郡
界
よ
り
石
見
・

長
門
国
界
へ

、

ま
た
、

筑
前
国
遠
賀
・

宗
像
郡
界
よ

り
九
州
東
海
岸
、

日

向
・

大
隅
国
界
に
至
る
海
岸
海
面
と
四
国
の

海
岸
内
海
。

〈
第
三
海
軍
区
〉
は
、

右
の

遠
賀
・

宗
像
郡
界
よ
り
九
州
西
海
岸
、

日
向
・

大
隅
国
界
に
至
る
海
岸
海
面
と
壱
岐
・

対
馬
・

沖
繩
諸
島
の

海
岸
海

面
。〈

第
四
海
軍
区
〉
は
、

石
見
・

長
門
国
界
よ
り
羽
後
・

陸
奥
国
界
に
至
る
海
岸
海
面
。

〈
第
五
海
軍
区
〉
は
、

北
海
道
・

陸
奥
の

海
岸
海
面
と
津
軽
海
峡
と
な
っ

て
い

る
。

右
の

五
海
軍
区
の

設
定
に

も
と
づ
い

て
、

鎮
守
府
を
設
置
す
る
こ

と

と
定
め
て
い

る
点
が
第
三
の

特
徴
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
第
七
條
　
各
海

軍
区
ノ

軍
港
ニ

鎮
守
府
ヲ

置
キ
其
軍
区
ヲ

管
轄
セ

シ

ム

　
鎮
守
府
ノ

名
称
ハ

其
所
在
ノ

地
名
ニ

依
ル

」
と
定
め
て
い

る
。

し
か
し
、

当
時
、

各
海
軍
区
の

軍
港
に

鎮
守
府
開
設
の

具
体
案
は
、

既
設
の

横
須
賀
の

ほ
か
は
、

五
月
四
日
に

第
二
海
軍
区
の

鎮
守
府
は
呉
港
、

第
三
海
軍
区
の

鎮
守
府
は
佐
世
保
港
と
定
め
た
に

す
ぎ
ず
、

他
の

海
軍
区
は
未
定
で

あ
り
、

し
か
も
、

呉
・

佐
世
保
両
港
に

鎮
守
府
の

開
庁
を
見
た

の

は
、

一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
七
月
一

日
の

こ

と
で

あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

そ
の

時
ま
で

第
一

海
軍
区
の

横
須
賀
鎮
守
府
の

み
が
た
だ
一

つ

存
在
し
て
い

た
わ
け
で

あ
る
。
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ま
た
、

「
鎮
守
府
官
制

」
は
鎮
守
府
の

組
織
と
定
員
を
詳
細
に

規
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の

第
一

条
に

掲
げ
ら
れ
た
鎮
守
府
の

組
織
は
、

参
謀

部
・

軍
医
部
・

主
計
部
・

造
船
部
・

兵
器
部
・

建
築
部
・

軍
法
会
議
・

監
獄
署
か
ら
成
り
、

こ

の

「
官
制
」
で

規
定
さ
れ
て
い

る
各
軍
港
司
令
部
は
、

予
備
艦
部
・

水
雷
部
・

航
海
部
か
ら
成
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、

「
予
備
艦
部
」
と
「
航
海
部

」
の

所
管
事
項
は
、

後
に

新
設
さ
れ
る
「
海
軍
港
務
部

」

の

所
管
と
な
る
。

横須賀軍港境域（明治二十九年十一月十一日勅
令三六五　大正元年十二月消滅改正）

『海軍制度沿革』巻十五
ま
た
、

訓
練
教
育
機
関
も
こ

の
こ

ろ
つ

ぎ
つ

ぎ
と
設
置
さ
れ

た
。

た
と
え
ば
つ

ぎ
の

よ
う
な
も
の

が

あ
る
。

横
浜
に

東
海
鎮

守
府
が
設
置
さ
れ
た
翌
年
の
一

八
七
七
（
明
治
十

）
年
十
月
、
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横
須
賀
に

「
東
海
水
兵
本
営
」
が
設
け
ら
れ
、

ま
た
浦
賀
水
兵
屯
集
所
が
そ
の

「
分
営
」
と
な
っ

た
が
、

一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
四
月
に

「
海

兵
団
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

「
海
兵
団

」
は
鎮
守
府
所
在
地
に

置
か
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

こ

の

ほ
か
、

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
九
月
に

造
船
所

構
内
に

置
か
れ
た
「
水
雷
練
習
所
」
は
、

一

八
九
三
（
明
治
二

十
六

）
年
「
海
軍
水
雷
術
練
習
所

」
と
な
る（
後
、

一

九
〇
八
〈
明
治
四
十
一

〉
年
海
軍
水

雷
学
校

）。
ま
た
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
十
二

月
に

は
、

運
用
術
練
習
艦
の

制
を
定
め
て
い

る
（
後
、

一

九
三
四
〈
昭
和
九
年
〉
海
軍
航
海
学
校

）。

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
造
船
所
内
で

木
工
生
・

機
関
工
生
の

教
育
を
始
め
た
が
、

こ

れ
と

は
別
に
一

八
八
七
（
明
治
二
十

）
年
七
月
、

海
軍
機
関

学
校
を
創
設
し
た
。

同
校
は
後
に

教
育
内
容
の

変
遷
を
重
ね
た
。

ま
た
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
の

砲
術
練
習
艦
に
つ

づ
い

て
、

一

八
九
三
（
明

治
二

十
六

）
年
に

置
か
れ
た
海
軍
砲
術
練
習
所
（
後
、

一

九
〇
七
〈
明
治
四
十

〉
年
海
軍
砲
術
学
校
）
が
あ
る
。

横
須
賀
軍
港
の

基
礎
は
、

こ

う
し
て

確
立
し
た
。

し
か
し
、

最
後
に

付
言
し
て

お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い

こ

と

は
、

軍
港
の

境
域
の
こ

と
で

あ

る
。

一

八
八
六
（
明
治
十
九

）年
九
月
に

定
め
ら
れ
た
「
横
須
賀
海
軍
港
規
則

」
で

は
、

そ
の

指
定
は

港
内
に

限
ら
れ
て
い

た
。

し
か

し
、

日
清
戦
争

後
の
一

八
九
六
（
明
治
二

十
九

）
年
十
一

月
の

改
正
に

よ
っ

て
、

横
須
賀
軍
港
の

境
域
は
横
須
賀
の

内
陸
部
ま
で

拡
張
さ
れ
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三
十

三

）
年
二
月
に

は
、

軍
港
の

境
域
に

標
札
が
立
て

ら
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。

（
前
ペ

ー

ジ
所
載
図
参
照

）第
二
に
、

軍
港
と
は
別
に
、

明
治
三
十
二
年
の

要
塞
地
帯
法
に
よ
っ

て
、

三
浦
半
島
・

東
京
湾
・

千
葉
県
の

西
側
一

帯
が
「
東
京
湾
要
塞

」
に

指
定
さ
れ
た
こ

と
で

あ
る
。

以
後
、

横
須
賀
地
区
に

多
数
の

砲
台
の

建
設
が
は
じ
ま
る
が
、

こ

れ
は
陸
軍
の

管
轄
で

あ
っ

た
。

（『
海
軍
制
度
沿
革

』（
復
刻
版

）巻
十
五
、

浄
法
寺
朝
美
『
日
本
築
城
史

』）
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二
　
横
須
賀
造
船
所
の

実
績

海
軍
省
主
船
寮
の
雇

い
フ
ラ
ン
ス

人
批
判

近
代
海
軍
の

建
設
を
急
ぐ
海
軍
省
が
横
須
賀
造
船
所
を
管
理
下
に

置
く
と
、

所
内
の

能
率
向
上
を
採
り
あ
げ
、

そ
の

第
一

着
手
と
し
て

雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
の

整
理
方
針
を
打
ち
だ
し
た
。

海
軍
省
主
船
寮
が
フ

ラ
ン

ス

人
た
ち
の

勤
務
状
況
に

不
満
を
述
べ
、

い

っ

た
ん
全
員
を
解
雇
す
る
こ

と
が
得
策
で

あ
る
と
説
い

た
の

は
一

八
七
三

（
明
治
六

）
年
一

月
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

（『
海
軍
制
度
沿
革
』（
復
刻
版
）巻
三
⑴
海
軍
工
廠
）。

長
文
で

あ
る
が
そ
の
一

部
を
つ

ぎ
に

掲
げ
て

み
る
。

㈠
雇
い

外
国
人
の

人
員
は
過
剰
、

不
経
済
で

あ
る
こ

と

―
意
見
書
は
言
う

―
「
横
須
賀
造
船
所
海
軍
省
所
轄
相
成
候
ニ

付
テ
ハ

、

工

部
省
所
轄
中
同

様
ノ

体
裁
ニ

テ
ハ

限
リ
有
ル

入
額
金
ヲ

以
テ
限
リ
無
キ
冗
費
ニ

充
ツ

ル

ノ

道
無
ク
、

特
ニ

御
雇
外
国
人
ハ

五
、

六
名
ニ

テ
十
分
事
足
リ
可
申
ニ

、

三
拾
余
名
ノ

人
員
、

右
給
料
一

ヶ

年
凡
五
万
円
余
ノ

費
ト
相
成
候
、

然
レ

ト
モ

右
人
員
専
ラ

努
力
シ

テ

皇
国
ニ

須
要
ナ
ル

者
ニ

御
座
候
得
ハ

何
ゾ

千
万
ノ

費
ト

雖
モ

聊
カ
（
モ

）
可
惜
ニ

無

之
候
得
共
、

多
ク
ハ

賛
物
ニ

属
シ

居
リ
候
間
、

無
用
ノ

費
ヲ

省
キ
有
益
ノ

資
費
ニ

充
候
社
元
ヨ

リ
至
当
ト
存
候
事
、

」

㈡
フ

ラ
ン

ス

人
に

対
す
る
不
平

―
意
見
書
は
言
う

―
「
諸
匠
其
術
ニ

精
工
ナ
ル

者
ハ

仏
人
ノ

差
図
ニ

従
フ

ヲ

否
ミ

候
、

是
レ

他
ナ
ラ
ス
、

仏
人
己
ノ

意

ニ

適
ス

ル

者
ハ

仮
令
拙
工
ト
雖
モ

賃
銀
ヲ

多
ク

与
ル

カ
故
ニ

精
工
ナ
ル

者
ハ

庸
ニ

不
平
ヲ

鳴
ラ
シ
、

動
ス

レ

ハ

討
論
シ
、

終
ニ

ハ

退
転
ス

ル

カ

故
ニ

同
所
へ

出
頭
ノ

匠

工
ハ

更
ニ

精
熟
ノ

者
無
之
、

真
ニ

不
都
合
ノ

次
第
ニ

候
事
、

」

㈢
技
術
官
員
も
志
を
得
ず

―
意
見
書
は
言
う

―
「
工

術
ヲ

以
テ

奉
職
候
官
員
十
分
其
学
術
ニ

長
シ

候
共
、

仏
工
頭
目
（
注
、

主
任
技
師
を
い

う

）
ハ

首
長

（
注
ウ
ェ

ル
ニ

ー

）
ノ

差
図
ノ

ミ

ヲ

用
ヒ
、

我
官
員
ヲ

蔑
視
ス

ル

カ
故
ニ

、

我
カ
官
途
ノ

者
ハ

実
ニ

木
偶
ニ

等
シ

ク
、

只
今
日
働
作
候
我
カ
職
工
ノ

精
惰
ニ

目
ヲ

注
キ
候

迄
ニ

テ
、

此
姿
ニ

テ
ハ

仮
令
数
年
ノ

後
ニ

至
ル

ト

雖
モ

実
地
ニ

長
シ

候
期
更
ニ

無
之
候
事
、

」
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横
須
賀
及
横
浜
在
勤
ノ

官
員
相
応
学
術
ア
ル

者
、

工
部
省
所
轄
中
、

志
ヲ

得
サ
ル

カ
故
ニ

各
職
ヲ

辞
謝
セ

ン

ト
セ

シ

ニ

、

海
軍
省
管
轄
相
成
候
ニ

付
旧
臭
ヲ
一

洗
シ

断
然
改
革
可
有
之
ト
一

途
ニ

着
眼
候
処
、

豈
図
ラ
ン

ヤ
、

総
テ
工
部
省
所
轄
之
日
ニ

異
ラ
ス
、

因
循
極
リ
候
ニ

付
、

大
ニ

望
ヲ

失
ヒ

候
趣
、

今
此
景
況
ヲ

以
テ
荏
苒
過

日
候
ハ

ハ

有
志
ノ

志
ハ

追
々

本
職
ヲ

辞
シ

他
ノ

官
ニ

拝
セ

ン

コ

ト
ヲ

志
願
ス

ル

而
已
ナ
ラ
ス
、

横
須
賀
ノ

如
キ
五
州
ニ

耻
サ
ル

造
船
所
ア

リ
ト
雖
モ

我
国
人
ノ

手
ニ

テ

艦
船
器
械
等
ヲ

製
出
ス

ル

コ

ト
能
ハ

サ
ル

実
ニ

遺
憾
ニ

堪
ヘ

サ
ル

処
ニ

シ

テ
、

其
責
ハ

当
寮
（
注
、

主
船
寮
）
ニ

帰
シ
、

当
寮
ノ

盛
否
ハ

結
局
海
軍
ノ

振
起
ス

ル

ト
セ

サ

ル

ト
ニ

関
係
致
ス

可
ク

真
ニ

重
大
ノ

事
件
ニ

候
事
、

」

㈣
ウ
ェ

ル
ニ

ー
独
裁
の

弊

―
意
見
書
は
言
う

―
「
横
須
賀
横
浜
両
所
ノ

義
ハ

旧
政
府
以
来
引
続
キ
神
奈
川
県
所
轄
ト
相
成
候
節
「
ウ
ェ

ル

ニ

ー

」
へ

御

委
任
相
成
リ
、

之
レ

カ

為
ニ

弊
習
ヲ

醸
シ
、

工
部
省
ニ

於
テ
モ

之
レ

ヲ

如
何
ト
モ

為
ス
コ

ト
能
ハ

ス
、

諸
事
「
ウ
ェ

ル

ニ

ー

」
ノ

意
志
ニ

出
テ
我
カ

官
員
ノ

之
ヲ

動
ス

コ

ト
能
ハ

ス
、

止
ム

ヲ

得
ス

荏
苒
致
候
、

今
日
当
省
所
轄
相
成
候
共
、

従
来
ノ

姿
ニ

テ
ハ

艦
船
ノ

修
理
等
仮
令
僅
カ
ノ

破
損
ト

雖
モ

頓
ニ

補
修
ス

ル

コ

ト
能
ハ

サ
ル
ニ

依
リ
、

矢
張
リ
石
川
島
修
船
所
ヲ

盛
大
ニ

不
致
候
而
ハ

当
今
ノ

用
便
ニ

協
ハ

サ
ル

カ
故
ニ

結
局
二

重
ノ

入
費
ト
相
成
リ
無
益
ノ

費

不

少
候
事
、

」

㈤
ウ
ェ

ル
ニ

ー
以
下
雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
の

解
雇
を
提
議

―
最
後
に

以
上
の

「
不
都
合
」
は
す
べ

て

フ

ラ
ン

ス

人
雇
い

れ
の

結
果
で

あ
っ

て
、

「
我
邦
人
ト
シ

テ
之
ヲ

意
ノ

如
ク
ス

ル

能
ハ

サ
ル

愚
ノ

甚
シ

キ
」
も
の
、

し
た
が
っ

て

雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
を
一

時
「
御
断
リ

」
し
、

わ
が
国
人
の

み

の

手
で

製
造
を
お
こ

な
い
、

差
し
支
え
を
生
じ
た
場
合
に

新
た
に

雇
い

入
れ
た
方
が
よ
い

と
建
言
し
て

い

る
。

た
だ
し
、

ウ
ェ

ル

ニ

ー
は
当
初
幕

府
が
フ

ラ
ン

ス

政
府
に

依
頼
し
、

同
政
府
の

推
薦
で

来
日
し
た
者
で

あ
る
か
ら
、

「
ウ
ェ

ル

ニ

ー
へ

直
談
候
共
決
テ
肯
セ

サ
ル
ハ

勿
論
」、
「
同
人
エ

直
談
候
ハ

無
益
ノ

ミ

ナ
ラ
ス

却
テ
劇
怒
ヲ

生
シ

諸
事
不
都
合
ヲ

醸
成
」
す
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、

フ

ラ
ン

ス

公
使
へ

「
穏
ニ

御
示
談
」
あ
り
た
い

と
付

言
し
、

対
仏
談
判
の

論
拠
に
つ

ぎ
の
二

条
を
掲
げ
て
い

る
。

（
第
一

）
日
仏
間
製
鉄
所
建
設
契
約
に

よ
る
期
限
は
す
で
に

経
過
し
、

製
鉄
所
・

修
船
所
・

造
船
所
な
ど

は
竣
工
し
、

現
在
の

未
完
工
事
は
今
後

わ
が

国
人
の

手
で

実
施
す
る
方
針
で

あ
る
事
。

（
第
二

）
わ
が
邦
人
の

技
術
は
向
上
し
、

現
在
、

外
国
人
の

助
力
を
必
要
と
す
る

も
の

は
「
一

、

二
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